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「海の論考」

 
BBNJ協定の現在地①：漁業の視点から考える BBNJ協定の海洋保護区 
公益財団法人笹川平和財団海洋政策研究所研究員 安本玖太郎 
 
 

1． はじめに 

2026 年 1 月に発効した国連公海等生物多様性協定（BBNJ 協定）1は、国家管轄権外区域における①海
洋遺伝資源（利益の公正かつ衡平な配分を含む）、②区域に基づく管理手段（Area-Based Management 
Tools：ABMTs）(海洋保護区＜Marine Protected Areas: MPAs＞を含む)等の措置、③環境影響評価、
④能力の開発及び海洋技術の移転、を扱う国際海洋ガバナンスに関する新たな協定である。我が国は、公海等に
おける海洋生物多様性の保全と持続可能な利用を確保する観点から、本協定を締結する意義がある 2としており、
2025 年 12 月に BBNJ 協定の加入書を国連事務総長に寄託し、同協定を締結した 3,4。本協定については、こ
れまでに 3 回の準備委員会が開催されており、2027 年 1 月に第 1 回締約国会議（COP1）が開催される予定
である。 

2022年に開催された生物多様性条約（Convention on Biological Diversity：CBD）第 15回締約国
会議で採択された昆明・モントリオール生物多様性枠組では、2030 年までに陸域、内陸水域、海域及び沿岸域の
30％を効果的に保全・管理する 30by30 の目標が掲げられており、生物多様性の保全を目的とした MPA の設置
に向けた機運が高まっている。こうした中、CBD とは異なる枠組みであるものの、BBNJ 協定の下で可能となる公海
等における MPA を含む ABMT の設置には、国際的に高い関心が寄せられている。 
本稿では、公海における活動のうち、特に漁業活動に影響を及ぼしうる BBNJ協定の下でのMPAの設置に焦点

を当て、各国等の動向や MPA の設置に関する課題等を紹介・分析し、今後の同協定をめぐる議論の展望について
考察する。なお、本稿で用いる主な略語を末尾に一覧として示す。適宜参照されたい。 
 
2． 各国等の動向 

(1)  各国・地域 
本項では主要な各国・地域の動向を以下のとおり紹介する。なお、BBNJ 協定に基づく公海上の MPA に関して

は、各国の内部においても、漁業を所管する漁業当局と、環境問題を扱う環境当局や他の関連当局の間で立場が
異なる可能性がある点には留意が必要である。 
 EU 

EU は、2022 年にフランスが海洋の保全に向けた国際的な取り組みの推進を目的として開催した One Ocean 
Summit において、BBNJ 協定に基づく公海 MPA の設置を主要な課題の一つとする BBNJ 協定高野心連合
（BBNJ High Ambition Coalition）の立ち上げを主導し 5,6、その共同議長となっている（表 1参照）。また、
欧州委員会は、BBNJ 協定を大規模な公海 MPA を設置する手続を整備するものと説明するなど、交渉の早い段
階から、公海 MPA の設置に積極的である 7,8。 
 一方、EU の漁業当局である欧州委員会海事・漁業総局（DG MARE）は複数の地域漁業管理機関
（RFMOs）に対して共通した会合文書を提出している。同文書において EU は、BBNJ 協定は MPA（及び環境
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影響評価）について、RFMOs の権限や活動を 「損なわない（not undermine）」 よう解釈・適用されるべきで
あり、漁業に関する RFMOsの役割を維持しつつ、地球規模の保全目標と RFMO を含む各機関の協力と整合性を
促進する枠組みであると説明している 9,10,11。これは、公海 MPA の設置をめぐり、EU の漁業当局と環境保全を重
視する関連当局が必ずしも一枚岩ではなく、公海 MPA の推進と既存の漁業管理体制の維持のいずれに重点を置
くかについて、立場が異なる可能性を示唆している。 
また、EU加盟国のうち、フランスは、RFMO の 1 つである南インド洋漁業協定（SIOFA）の 2026年 7月の年

次会合において、セイシェルとともにフランス海外領土（フランスがインド洋の海外領土を代表して SIOFA に参加する
ときの代表団名）として、「BBNJ協定との協力を通じた SIOFAの目的の促進に関する保存管理措置」12を提案し
た。本提案はインド洋まぐろ類委員会（IOTC）が 2026 年に採択した決議 13を踏まえ、SIOFA の目的、権限、
専門的知見、ガバナンス及び既存措置が BBNJ 協定の実施過程で適切に考慮されるようにすることを目的としてい
る。これは、国家政策・外交の両面で海洋保護を積極的に推進するフランスが、EU とは異なる法的資格及び管轄
領域を代表しつつ、BBNJ 協定の実施において SIOFA の役割が適切に考慮されることを求めた事例と位置付けら
れる。 
 北米 

 カナダ： 
漁業当局であり海洋保護区の指定や管理を行う海洋環境の保全当局でもある水産海洋省（DFO）と、環境

当局である環境・気候変動省（ECCC）は、2023 年の第 5 回国際海洋保護区会議（IMPAC5）において、
法的拘束力を有し公海の保護・保全を可能とする枠組みとして、BBNJ 協定の早期妥結を求めており 14、公海
MPA の設置についても積極的な意向を有していると考えられる。 
一方で、今年の 5月に開催された第 19回国連公海漁業協定非公式協議（ICSP-19）において、カナダ政府

は BBNJ 協定の漁業への影響と RFMOs の役割に関して、BBNJ 準備委員会の議論では同協定が RFMO の措
置を再評価・オーバーライドする懸念が示されたこと、漁業の影響について懸念があれば RFMOs で対処すべきこと、
各国は漁業の専門家を BBNJ協定の代表団に含めるべきこと等を指摘した 15。 
米国： 

  米国は執筆時点（2026年 8月）で BBNJ協定の締約国ではないものの、2023年 9月に BBNJ協定に署
名している。米国国務省は、同省ウェブサイトの FAQ において、BBNJ 協定を通じた海洋保護には前向きな姿勢を
示しつつも、COPにおいてMPAを含む ABMT を設置する際、RFMOなど既存機関の権限を尊重し、損なってはな
らず、既存機関がある場合は管理措置を勧告するに留まるとの見解を示している 16。 
 日本 

  日本は漁業国として 12の地域漁業管理機関等に加盟し、科学的根拠に基づく水産生物資源の持続的な利用
を促進する立場をとってきた。BBNJ 協定に関しても、公海における科学的根拠に基づく水産資源の持続可能な利
用を重視する立場から、ICSP-19への提出文書においても、協定第2条が掲げる海洋生物多様性の保全及び持
続可能な利用という目的と、第 5 条が定める関連する法的文書および枠組み並びに関連する世界的、地域的、
小地域的および分野別機関（IFBs）の権限を損なわない原則に言及し、保全と持続的利用の両立、RFMO に
よる公海の漁業資源管理、および RFMO による BBNJ協定への適時の情報・知見の提供を重視している 17。 
 中国 
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  中国は、BBNJ 協定に関して主権・管轄権、既存制度との整合性、途上国配慮を重視しており、また、事務局の
自国への誘致に積極的な国の 1 つである。ICSP-19 においては、BBNJ 協定と RFMO は対等であり従属関係に
はないこと、重複・抵触する場合は協議で解決すべきであり BBNJ 協定が一方的に決定すべきではないこと、BBNJ
協定は既存の体制を補完するものであり置き換えるものではないこと等を主張している 18。 
 ロシア 
ロシアは BBNJ協定の締約国ではない。しかしながら、同国は ICSP-19 において、①BBNJ協定は正当な持続
的利用を犠牲にして、生態系保全への不均衡を生み出すもの、➁BBNJ 協定の環境影響評価の下、RFMO や
各国による既存の評価が再精査され、政治化されるリスクがある、③十分な科学的根拠なく、漁場へのアクセスが
制限される懸念がある等の主張により、BBNJ協定への警戒を示している 19。 
 トルコ 

ICSP-19 において BBNJ協定が RFMO の権限等を損なってはならないこと、RFMO との重複を回避し補完的
であるべきこと等に言及しており、RFMO の下での持続的漁業を推進する立場であると考えられる 20。 
 小島嶼開発途上国（SIDS：Small Island Developing States） 

SIDS の多くは、気候変動や海洋環境の劣化に対する脆弱性を背景に、30by30 目標の達成に資する公海
MPA の設置や、BBNJ 協定の実施に必要な能力開発・海洋技術移転を重視している。中でもパラオとセイシェ
ルは、EU とともに BBNJ高野心連合の共同議長を務めている。一方、SIDSが画一的に公海MPA を推進する
立場にあるわけではない。例えばモルディブは、2025 年に IOTC に対して BBNJ 協定の実施にあたって、IOTC
の権限、目的および既存措置が適切に考慮され、IOTCの役割が損なわれないよう、BBNJ協定との協力を通じ
て IOTCの目的を促進するための決議案 21を提出した（その後勧告案に修正）。少なくとも本提案からは、モル
ディブが海洋管理における RFMO の権限と役割を重視していることがうかがわれる。 

 アフリカ 
 ボツワナ、ガボン、マダガスカル、モロッコ、セネガル、及びトーゴが共同議長国のセイシェルとともに BBNJ 高野心
連合に加盟しており、公海 MPA を推進する立場である可能性がある。ナイジェリアは同連合に加盟していないも
のの、2025年に EU や公海アライアンスの主催により開催された「Celebrating High Seas Action」 におい
て ECOWAS（西アフリカ諸国経済共同体）の海域における保護区の設置を示唆している 22。また、筆者が参
加した 2026年 6月の第 11回 Our Ocean Conference (於：ケニア モンバサ)において、シエラレオネは、
西アフリカ 7 カ国による BBNJ連携コミュニティの設立の紹介をするとともに、カナリア海流系とギニア海流系が接続
する東部大西洋の国家管轄権外区域におけるBBNJ協定に基づくMPAの提案を検討していることを発表した。 

 中南米 
欧州委員会のプレスリリースによると、チリ及びコスタリカは「Celebrating High Seas Action」において公海

MPA の設置に積極的な姿勢を示したことが発表されている 22。 
 オセアニア（豪州及びニュージーランド） 
   豪州とニュージーランドは、それぞれ気候変動・エネルギー・環境・水資源省（DCCEEW）と外務貿易省
（MFAT）が、公海 MPA が 30by30 目標の達成に資することなどを背景として公海 MPA を含む ABMT の設
置に前向きな姿勢を示している 23,24。  
一方で、豪州の漁業当局は、2025 年のみなみまぐろ保存委員会（CCSBT）第 32 回年次会合の拡大委

員会において、BBNJ 協定と IFBs との関係をめぐる議論の進捗について情報を提供する会議文書 25を提出して
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いる。同文書において豪州は、CCSBT拡大委員会のメンバーに対し、BBNJ協定と RFMO との関係が効果的に
機能し、BBNJ 協定に基づく措置が RFMO の権限と整合するよう、自国の BBNJ 協定の代表と連携することを
要請している。 
さらに、BBNJ協定第 2回準備委員会において、豪州とニュージーランドは、ノルウェー、アイスランド及びカナダと

共に手続規則に COPが IFBs との一貫性、協力および調整を強化するための措置を講じなければならないとする
規定と、それら機関の代表者の COP へのオブザーバー参加を認める規定の追加を提案 26している。このため、こ
れらの国々は IFBs 等と BBNJ 協定との連携や整合性も重視していると考えられる（特にアイスランドは文言交
渉の段階において同協定が既存の IFBs の役割を代替し、またはその意思決定機能を上書きすべきでないという
立場であった 27）。 

 
（表 1）BBNJ協定高野心連合の加盟国一覧（下線は共同議長国） 
地域 国・機関 
欧州 オーストリア、ベルギー、ブルガリア、クロアチア、キプロス共和国、チェコ、デンマーク、エストニ

ア、EU、フィンランド、フランス、ドイツ、ギリシャ、ハンガリー、アイスランド、アイルランド、イタリ
ア、ラトビア、リトアニア、ルクセンブルク、マルタ、モナコ、オランダ、ノルウェー、ポーランド、ポル
トガル、ルーマニア、スロバキア、スロベニア、スペイン、スウェーデン、英国 

アジア 日本、韓国、シンガポール 
大洋州・太平洋島
嶼国 

豪州、フィジー、ニュージーランド、パラオ、ツバル、バヌアツ 

アフリカ ボツワナ、ガボン、マダガスカル、モロッコ、セネガル、セイシェル、トーゴ 
中南米 チリ、コスタリカ 
（欧州委員会ホームページ 6を基に作成。国名はアルファベット順に記載。） 

※日本のように、高野心連合加盟国でありながら、RFMO による公海の漁業資源管理を重視している国も加盟して
おり、必ずしもBBNJ協定における公海MPAの設置を推進する立場の国が高野心連合に加盟しているとは限らず、
その政策的意図は国ごとに異なり得る点には留意が必要である。 
 
(2) 環境 NGO  
 公海 MPA の設置に関しては、環境 NGO も積極的に活動している。第 11回 Our Ocean Conference では、
国家管轄権外区域の海洋生物多様性の保全を目指す公海アライアンス（環境 NGO・市民団体等による国際的
な連合体）が、EU、南アフリカ、セネガル、ドイツ、IUCN、WILDTRUST、バードライフ・インターナショナル等とサイド
イベントを開催し、公海MPAに関する情報発信・働きかけが行われた。同サイドイベントにおいては、バードライフ・イン
ターナショナルは効果的な管理が必要な地点として、IUCN の国際基準に基づき特定されている Key Biodiversity 
Area（KBA）を BBNJ 協定に基づく公海 MPA の候補地点として紹介していたほか、WILDTRUST は、南極海
の高緯度海域の MPA の科学的根拠づくりや、アフリカ地域の能力構築を支援していること等を紹介した。 
 また、環境 NGO のグリーンピースは、BBNJ 協定の合意や発効を「勝利」と位置付けた上で、同協定の最大の特
徴を公海 MPA とし、MPA の設置に向けた取り決めの必要性を主張している 28。また、同団体のウェブサイト上で公
開されている委託調査報告書では、漁業関係者が RFMOs の議論に参画し、その結果 BBNJ 協定の実施に影響
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力を及ぼす可能性が指摘されており 29、2026年 3-4月に開催された BBNJ協定第 3回準備委員会の後、同団
体は、RFMO 関係者が提案した BBNJ 協定第 16 条 2 項に基づく IFBs との協議・協力に関する COP に対する
決定案 30に関する会議中の修正が、漁業の既得権益に有利な形で公海 MPA を含む BBNJ 協定の海洋保護能
力を大幅に弱め、MPA の設置などを妨げる権限を RFMO に与えかねない 31と批判した。 
 
(3)  国際機関（国連食糧農業機関（FAO）及び地域漁業管理機関（RFMOs）） 
 ここまでは各国と環境 NGO の動向を紹介したが、BBNJ 協定において、漁業に関連する代表的な IFBs として
FAO と RFMOs が挙げられる。これらの動向についても紹介したい。 
 FAO 

FAO は 2026 年に BBNJ 協定に関する漁業関係機関（RFMO や各国の漁業当局等）の協定への理解・
関与を支援し、実務的なステップを示す「漁業と BBNJ 協定に関するガイド」を公表した 32。同文書は BBNJ 協
定の制度・実施枠組み、主要 4 分野、漁業との関係、漁業関係機関が協定の実施に関与する必要性等を説
明している。 
同文書において、FAO は、MPA を含む ABMT に関しては、適切に設計された場合の利点として、生態系の回

復力の向上、水産資源の回復及び生態系サービスの維持により、環境の保全と長期的な漁業の存続可能性を
両立させる副次的な便益があるとしている。また、能力開発や技術移転等を通じて公海または隣接水域における
各国の漁業活動の監視・管理・取締（MCS）の能力が向上することや、生態系アプローチに基づく海域ベースの
管理を促進する可能性も挙げている。一方、導入される措置次第で BBNJ 協定に基づく ABMT は漁業に影響
を及ぼすものであり、特に管理の枠組みが存在しない海域では BBNJ 協定が漁業に影響する措置の形成におい
て、より顕著な役割を果たし得るとしている（なお、FAO は公海に由来する世界の漁獲物の約 5％は既存の
RFMO のマンデートまたは取決めでカバーされていないとしている）。 
こうした中、BBNJ 協定の実施に際し、漁業関係機関の科学的知見、データ及び実務・実態が反映されるよう

にするため、FAOはそれらの機関が継続的にBBNJ協定の議論に関与することが不可欠としている。具体的には、
生物多様性の保全に対する既存の漁業管理措置の有効性に関する情報提供や、科学技術機関（STB：
Scientific and Technical Body）への科学的・技術的知見の提供、クリアリングハウス・メカニズムにおける情
報共有の仕組みの形成に関与することなどを挙げている。その上で、BBNJ 協定が既存の IFBs に取って代わるも
のではないことを踏まえ、既存の漁業枠組みとの整合性を確保する観点から、漁業関係機関の積極的な関与が
重要であるとしている。 

 RFMOs 
BBNJ 協定の発効前後で、RFMO のうち、大西洋まぐろ類保存国際委員会（ICCAT）及び IOTC は、

BBNJ協定に関して締約国の BBNJ協定関連会合への参加を含む推奨事項を定めるとともに、各 RFMO事務
局に対して BBNJ 協定の会合への参加や他の RFMO 等との連携を求める決議を採択した 33,13。また、執筆時
点で決議は公表されていないものの、SIOFA においても 2026 年 7 月の年次会合において上述のセイシェルとフ
ランスが提案した「BBNJ 協定との協力を通じた SIOFA の目的の促進に関する決議」が採択されたことが報告さ
れている 34。 
これらの決議以外にも、NPFC（北太平洋漁業委員会）、SPRFMO（南太平洋地域漁業管理機関）、

NEAFC（北東大西洋漁業委員会）、SEAFO（南東大西洋漁業機関）、北西大西洋漁業機関
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（NAFO）、中西部太平洋まぐろ類委員会（WCPFC）、CCSBT、全米熱帯まぐろ類委員会（IATTC）、
南極海洋生物資源保存委員会（CCAMLR）など他の RFMO においても、先述の EU や豪州の提出文書等
も踏まえて、BBNJ協定に関する議論・検討が行われている。 
 BBNJ協定においては、ICCAT、IOTC、WCPFC、IATTC 及び CCSBT の 5 つのマグロ類の RFMO の事務
局が BBNJ 協定第 2 回準備委員会と第 3 回準備委員会において共同声明を提出した 35,36。これらの声明で
は、BBNJ協定の実施にあたり、既存の権限や科学的知見・データを有する RFMO との協力を優先するとともに、
既存機関の権限及び手続を尊重し、権限・作業の重複や実施上の抵触を回避する必要性等を指摘している。
特に第 3 回準備委員会の共同声明では、STB に対し、RFMO 及びその科学機関と協議し、これらが提供する
情報、データ及び助言を適切に考慮する義務を課すべきであると提案している。 

 
3． 海洋保護区の設置に向けたプロセス及び設置に関する課題 

BBNJ 協定に基づき公海 MPA を設置するためのプロセスについては条約上の規定があるものの、実際の提案は
手続規則や STB の助言のプロセスが具体化されてから議論される予定である。本項では協定の規定に基づく公海
MPA の設置の手続きを説明した上で、設置にあたっての課題について考察する。 

 
(1) 海洋保護区の設置に向けたプロセス  

BBNJ協定では、海洋保護区を含む ABMT の設置に関する提案について、締約国が単独又は共同で事務局に
提出する。提案の作成にあたっては、適当な場合には、各国や国際・地域的機関、民間セクター、科学コミュニティ、
先住民族を含む関係者と連携及び協議することとされている。また、提案は、利用可能な最善の科学的情報ならび
に、利用可能な場合には先住民族等の伝統的知識に基づき、予防的アプローチ及び生態系アプローチを考慮して
作成しなければならない。さらに、提案には、対象区域、海洋環境及び生物の多様性の状態に関する説明、提案す
る措置を含む管理計画案等の主要な要素を含めなければならないとされている（第 19条）。 
事務局は、各国から提出された提案を公表するとともに予備的な検討のため STB に送付し、提案国は STB の

予備的な検討の結果を考慮した上で提案を事務局に再送付する（第 20条）。事務局は、それを公表するととも
に関連する各国や IFBs等に通報し、意見や情報の提供を求めるとともに、伝統的な知識を有する先住民及び地
域社会や、科学界及びその他の利害関係者からも意見や情報の提供を求め、協議を促進する。提案国は、これら
を踏まえて必要に応じて提案を修正し、STBは修正提案を評価して COP に勧告する（第 21条）。 

COPは、MPA を含む ABMT を議論する際は、関連する IFBs の権限を尊重するものとし、損なってはならないこ
とが規定されており（第 22条）、その上で COP では、原則コンセンサスにより設置を決定するとしつつ、コンセンサス
に達しない場合には、まずコンセンサス達成のためのあらゆる努力が尽くされたと出席し投票する締約国の 3分の 2
以上の多数で決定した上で、出席し投票する締約国の 4分の 3以上の多数により決定することが定められている。
決定は原則として 120日後に締約国を拘束するが、締約国には一定の理由に基づく異議申立てが認められる（第
23条）。 
 
(2) 海洋保護区の設置に関する課題 

BBNJ 協定では、上記のとおり公海 MPA の設置に向けた一般的なプロセスに関する規定が定められているもの
の、公海 MPA の設置に関して次の 3 つの課題が挙げられる。 
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 課題１：「関連する IFBs の権限を尊重するものとし、損なってはならないこと」の担保 

BBNJ 協定第 5 条では、本協定が関連する IFBs の権限を損なうことなく整合性と協調を促進する形で解釈
及び適用することを規定しており、MPA を含む ABMT に関する第 22 条においても、関連する IFBs の権限を尊
重するものとし、損なってはならないことが改めて規定されている。 
「IFBsの権限」とは、RFMOを例にとると、その設立条約等に基づき、対象水域・対象資源・対象活動について

保存管理措置を採択する法的権限を指し、さらに、BBNJ 協定にはこうした権限の下で RFMO が採択した保存
管理措置も損なわないことが求められると考えるのが自然である。BBNJ 協定では、RFMO が既に採択した措置と
両立する措置を決定する権限や、BBNJ協定における提案が RFMOの権限の範囲内に該当する場合は、それら
RFMO に対して関連する措置の採択を促進するよう勧告する規定があるが、これらは BBNJ 協定が既存の枠組
みに干渉することを規定するものである。一方で、前提として、BBNJ協定は国連公海漁業協定（UNFSA）等と
並ぶ、国連海洋法条約（UNCLOS）の実施協定であり、RFMO を含む既存の IFBsの上位に位置する協定で
はない。こうした中で、BBNJ 協定がその規定に基づき、関連する IFBs の権限を損なうことなく整合性と協調を促
進する形で決定を行うことは、公海等の資源の持続的利用と保全を両立する上でも肝要であると考えられ、MPA
を含む ABMT の設置に際して本項をどのように担保するかは今後検討が必要な事項となっている。ただし、現時点
で拘束の範囲や手法等に関する具体的な定義がないことから、他の国際条約の例も踏まえつつ、COP での法的
な議論を行う必要があると考えられる。 

 
 課題２：科学技術機関（STB）による助言及び導入された措置に関するレビュー 

COP に科学的及び技術的な助言を行う STB に関しては、これまでに固定人数、地域枠、全締約国参加など
複数の案が検討されているが、現時点で最終決定には至っていない。STB の果たす役割の大きさからも、これまで
の準備会合等においてもっとも紛糾した交渉議題の一つであり、今後 COP1 において採択される STB の付託事
項や手続規則に基づき、委員の選出の方法や任期が決定される予定である。なお、STB の委員は締約国が候
補者を指名し、学際的な専門性、衡平な地理的配分、ジェンダー・バランスなどを考慮して COP が選出することと
されている。 
このように現時点では STB の委員の人数は未定であるが、STBは環境影響評価に関する勧告や評価・モニタ

リングに関する基準・ガイドラインの作成等も行う必要がある中で、MPA の提案に関する勧告のための作業に限定
しても、協定の広範な対象水域や求められる科学・技術・社会経済学的知識の専門性を踏まえると、少数の委
員では科学的及び技術的な助言のための議論が十分に尽くされない可能性がある。また、各国が指名する委員
の政治的中立性や STB の議論の透明性を担保することも重要で、これらは STB の付託事項や手続規則により
明確化する必要があると考えられる。 
また、BBNJ 協定において導入された措置に関するレビューに関しては、協定第 26 条が、STB が MPA を含む

ABMT の実施状況を監視し、定期的にレビューするとともに、COP に助言・勧告を行うことを規定している。この
STB による措置の監視およびレビューに関しても、上記の課題が考えられるほか、そのための詳細な評価指標、情
報要件および手続はなお具体化されていないため、措置の採択・運用に向けて、COP において十分に検討するこ
とが望ましい。 
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 課題３：法執行の課題  

   BBNJ 協定においては、各国は協定を実施するために必要な立法・行政・政策上の措置を講じるとともに（第
53条）、自国の義務履行の状況を監視し、実施措置について COPに定期報告する必要があることが規定され
ている（第 54条）。また、実施・遵守委員会は実施及び遵守に関する事項を検討し、COP への報告と勧告を
行うこととされており、実施・遵守委員会は COP1 で採択される方法及び手続規則に基づき運営される（第 55
条）。協定上は罰則を伴う執行制度はない。 

   公海MPA の遵守に関しては、RFMOsでは衛星船位測定送信機（VMS）による漁船の位置情報のモニタリ
ングや、各国が自国の取締船を派遣し、検査官が他国籍船に乗り込んで遵守状況の検査を行う公海乗船検査
が行われているが、BBNJ 協定ではこうした具体的な遵守の規定は設けられていない。このため、BBNJ 協定の現
在の規則では、協定の遵守は各国や関連する IFBs の措置に大きく依存していると言える。実際の実施面は、①
旗国による国内法執行、➁寄港国措置、③関連する IFBsの措置、④締約国による国内実施法に依存するが、
①と④は締約国間で対応が整合しないことも懸念される。さらに、協定上の義務を直接負わない非締約国の船の
取締や便宜置籍船の管理責任、各国の制度に基づく公海上での法執行の可否の違い、各国の遵守のためのリ
ソースの不足により、BBNJ協定のみでは執行が困難であることも課題として挙げられる。 
このように、各国による管理措置やモニタリング、法執行の制度が不十分な場合、法的・形式的には保護区と

指定されながらも実際には十分な生物多様性の保全の効果を上げない、いわゆるペーパー保護区（Paper  
parks37）が設立されるリスクがある。 
真の海洋生物多様性の保全のためには、公海 MPA の設置のみに注力するのではなく、BBNJ 協定の法執行

を含む実施面の実効性にも目を向けることが重要と考えられる。 
 
4． 想定されうる我が国の漁業への影響 

BBNJ 協定では既存の IFBs の権限を損なわない形で、調整・協力を通じて措置が検討されるため、RFMO
が漁業管理を行う海域において、BBNJ 協定が RFMO に代わって漁業を直接かつ一律に禁止することは想定さ
れにくい。 
しかしながら、仮に既存のRFMOの保存管理措置が不十分であるとされ、我が国の漁業者が操業する水域で

公海 MPA 等が設置された場合には、混獲等を理由とした特定の漁業活動の禁止や、季節的・空間的な操業
制限、特定漁具の使用制限、混獲回避措置、監視・報告義務等が追加または強化される可能性は否定でき
ない。仮にそのようなことが起きれば、経済機会（漁獲機会）の減少または損失、代替漁場への移動、燃料費
等の操業コストの増加、行政手続及びモニタリングへの対応負担が生じ得る。 
また、既存の RFMO の対象外となる種または活動について、管理上の空白が指摘された場合には、締約国に

よる国内措置や関係機関との協力を通じ、追加的な対応が求められる可能性も想定される。この場合も、各国
及びその漁業者には遵守が求められる。 
このように、BBNJ協定は公海等の生物多様性の保全と持続的利用を目的とした環境・海洋問題を扱う国際

的枠組みであるが、その実施にあたっては各国等による管理を通じて、漁業者の操業にも間接的または実質的な
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影響を及ぼす可能性のある枠組みであると言える。このため、様々なケースを想定し、今後の交渉の準備を整え
ておくことが望ましい。 

 
5． おわりに 

本稿では最初に BBNJ 協定に基づく公海 MPA に関する各国等の動向について紹介したが、現時点で MPA の
設置に積極的な姿勢を示した国であっても、実際の提案の有無や他国が提出した提案に対する投票態度は、自国
の利益や海洋の生物多様性の保全に対する政策方針、それらを踏まえた漁業当局や環境当局などの関係当局間
の調整、提案国との関係など複層的な要因により決定されるため、現時点で予断をすることは困難である。公海
MPA については、設置プロセスや実施面に関する上述の課題等と併せて、今後開催される COP での議論に注目し
たい。 
また、漁業活動を区域的に制限する MPA は漁業管理におけるテクニカル・コントロールの一種であり、RFMOs に

おいても、例えば CCAMLR のロス海 MPA（2016 年）のように、条約が掲げる「保全（合理的利用を含む）」と
の整合性を図りつつ、ゾーニングにより一定の科学的調査や利用の余地を設けた MPA がコンセンサスで設定された
事例も存在する 38。公海MPA の設置を通じて BBNJ協定の目的である海洋生物の多様性保全と持続的な利用
を長期的に両立するためには、科学的根拠に基づく適切な管理を規定し、関係機関の取組との整合性を確保する
ことが求められる。このためには、漁業の視点からも各国の漁業当局や漁業に関する IFBs（FAO や RFMOs）が
各々の知見により貢献していくことが期待される。 
 

6． 本稿で使用する主な略語の一覧 

略語 正式名称（英語） 和訳 
BBNJ協定 Agreement on Marine Biological Diversity of 

Areas beyond National Jurisdiction 
国連公海等生物多様性協定 

ABMTs Area-Based Management Tools 区域に基づく管理手段 
MPA Marine Protected Area 海洋保護区 
COP Conference of the Parties 締約国会議 
CBD Convention on Biological Diversity 生物多様性条約 
RFMOs Regional Fisheries Management Organizations 地域漁業管理機関 
SIOFA Southern Indian Ocean Fisheries Agreement 南インド洋漁業協定 
IOTC Indian Ocean Tuna Commission インド洋まぐろ類委員会 
ICSP United Nations Fish Stocks Agreement 

Informal Consultations of States Parties 
国連公海漁業協定非公式協議 

SIDS Small Island Developing States 小島嶼開発途上国 
CCSBT Commission for the Conservation of Southern 

Bluefin Tuna 
みなみまぐろ保存委員会 

IFBs Relevant legal instruments and frameworks, 
and relevant global, regional and subregional 
bodies 

関連する法的文書および枠組み並びに
関連する世界的、地域的、小地域的お
よび分野別機関 

NGO Non-Governmental Organization 非政府組織 
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FAO Food and Agriculture Organization of the 
United Nations 

国連食糧農業機関 

STB Scientific and Technical Body 科学技術機関 
ICCAT International Commission for the Conservation 

of Atlantic Tunas 
大西洋まぐろ類保存国際委員会 

WCPFC Western and Central Pacific Fisheries 
Commission 

中西部太平洋まぐろ類委員会 

IATTC Inter-American Tropical Tuna Commission 全米熱帯まぐろ類委員会 
CCAMLR Commission for the Conservation of Antarctic 

Marine Living Resources 
南極海洋生物資源保存委員会 
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